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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社クレスコ 

 

[イベント種類] アナリスト説明会 

 

[イベント名]  2020年 3月期第 1四半期証券アナリスト向け決算説明会 

 

[決算期]  2019年度 第 1四半期  

 

[日程]   2019年 8月 14日 

 

[ページ数]  17 

  

[時間]   17:15 – 17:38 

（合計：23分、登壇：21分、質疑応答：2分） 

 

[開催場所]  103-0026 東京都中央区日本橋兜町 3-3 兜町平和ビル 2階  

第 2セミナールーム （日本証券アナリスト協会主催） 

 

[会場面積]  145㎡ 

 

[出席人数]  40名 

 

[登壇者]  2名 

代表取締役社長執行役員  根元 浩幸（以下、根元） 

広報 IR 推進室室長   米崎 道明（以下、米崎） 

 

[アナリスト名]* 大和証券株式会社   上野 真 

 

*質疑応答の中で発言をしたアナリストの中で、SCRIPTS Asiaが特定出来たものに限る  
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登壇 

 

司会：皆様、お待たせいたしました。定刻になりましたのでただ今より株式会社クレスコ様の IR

ミーティング、2020年 3月期第 1四半期決算説明会を開催いたします。 

まず初めに会社ご出席のお二方様、ご紹介申し上げます。代表取締役社長執行役員、根元浩幸様で

ございます。 

根元：根元です。 

司会：広報 IR 推進室室長、米崎道明様でございます。 

米崎：米崎です。 

司会：本日は根元社長様からご説明いただきまして、その後で皆様方のご質問をお受けすることと
いたしますので、ご協力よろしくお願いいたします。 

重ねまして、お手元にアンケート用紙がございます。こちらのほうのご記入ご協力もよろしくお願

いいたします。 

それでは根元社長様、ご説明をお願いいたします。 

根元：クレスコの根元でございます。今日はお盆休み、あと台風がくる。あと暑い中お越しいただ
きましてありがとうございます。 

それでは私のほうからスライドに基づいて説明していきたいと思います。皆様、お手元のこの資

料、これに基づいて説明していきます。 

決算のポイントということですけれども、売上、利益に関しましては一言でいうと順調だったとい

うのが第 1クォーターです。経営環境も IT投資については、お客様のほうでは依然投資をしてい

くというお客様が非常に多いということで、非常に良い環境にあると思います。 
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それでは改めまして、売上、利益のところを説明したいと思います。経営環境については先ほど申

しましたとおり、非常にお客様の投資意欲は高いと見ております。もちろん個社ごとによって投資

の山谷はありますので、必ずしも全部が全部というわけではありませんけれども、全般的に見ると

やっぱり IT投資はまだまだ需要があると見ています。 

第 1四半期ですけれども、売上は前年比で 14%ということで伸ばしています。昨年は第 1クォー

ターから不採算プロジェクトが結構出ちゃいまして、かなり利益を落としたのはあるんですけれど

も、今期は品質管理、収益管理の徹底ということで大きな不採算プロジェクトは発生せずに、収益

性は改善しております。営業利益でいうと昨年に比べると 63%アップということで、大分元に戻

ったといえると思います。 

開発の要員が不足しているというところは相変わらずなんですけれども、ニアショアとかオフショ

アを活用してカバーしている状況です。 

営業利益に関しましては先ほど申しましたとおり、昨年に比べると大分戻ったのですが、営業利益

率も昨年 5.8%に対して 2.5%改善して、8.3%になったというところです。ただ経常利益に関しまし
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ては金融商品の評価損の計上等で減益となっております。これについてはこの後、2Q、下期に向

けてリカバリーできると見ております。 

 

受注高・受注残高なんですけれども、こちらも受注高が昨年に比べて 113%、受注残高でいうと

125%ということで、かなり積み上がっているということです。 

受注残高が積み上がっている要因は前回も少しお話ししましたが、小口のお客様と包括契約という

話が効いているかなと思っています。4月から 1社、それから 6月からもう 1社ということで、今

2社単体のほうで年間の契約ですね。年度契約をしていますので、その辺が効いているかなと思っ

ております。 
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セグメント別のところですけれども、ソフトウェア開発においては売上高で 14%の増収というこ

とです。不採算が極小化できたということで、セグメント利益も回復しているということです。そ

れから前年実施したM&A のところ、アルス、イーテクノというところの連結効果もプラス材料に

なっています。 

セグメントでいいますと、金融は投資意欲はお客様によって、これも濃淡ありますけれども回復基

調ということで。特に今、我々で良いのは保険のところですね。保険のところはまずまずです。そ

れから公共サービスのところは既存の大口顧客の IT投資が拡大ということで、こちらで特に人材

系のところが伸びています。それから流通・その他でいうと、不動産向けが少し増加。あとは子会

社の受注が増加しているということで、7億円ぐらい増収になっているということです。 

セグメント利益も 10.5%ということで、昨年は 7.6%まで落ちたんですけれども、ほぼ元に戻った

という状況です。 
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組込み型ソフトウェアにつきましては、主要顧客から継続的な増員要請とか基本契約の見直し等が

ありまして、売上も利益も伸ばしておる状況です。売上高で 12.9%、それからセグメント利益でい

うと 16.1%の増益となっております。 

通信システムについては微増でありますが、カーエレクトロニクス関係、それから情報家電等・そ

の他というところが増やしております。 
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今期の見通しですが、先ほど来申しましたとおり、お客様によって濃淡はありますが、引合いは増

加すると見ております。何か新しいことをお客様でやらなきゃならないといったときに、必ず IT

が絡んでくるというのがありますので、お客様の中での人材不足を克服するために IT投資をする

と。RPAをする、ロボットを入れるとか、そういう話はかなりたくさんあります。 

我々としては新しい技術をもって、また品質もきっちり強化して、そういうお客様の期待に応えた

いなと思っています。そういう技術者の教育もやっております。 

あと他社とのアライアンスの推進とかオープンイノベーション、産学共同みたいなところも今少し

力を入れてやっております。やはり自社だけで全てできるわけじゃなくて、質的にも量的にも成長

を図るためには、やはりいろんな会社と組んで一緒に成長していくと。一緒に数字を上げていくこ

とが必要だと思っておりますし、お客様と今までもやっていますけれども共同研究を一緒にやって

いくだとか、我々の技術的に足らないところは学校と連携してやっていくだとか。そういうことも

継続してやっております。 

見通しにつきましては、ここに出していますけれども 2Q累計で 5月 9日に予想で出しています

が、ここの数字に関してはほぼ今の段階では見えている状況です。 



 
 

 

サポート 

日本    03-4405-3160    米国   1-800-674-8375  
フリーダイアル 0120-966-744 メールアドレス support@scriptsasia.com 

8 
 

通期につきましては下期の予算を今やっている最中ですので、これから積み上げていくことになり

ますけれども、今の市況からいうと、下期もよほどのトラブルとかがない限りは順調に推移するの

ではないかなと見ております。 

 

配当ですけれども、5月の 27日に配当方針を変更しております。年間配当の予定額は 5月 9日に

発表したとおり 68円ということで変更はないのですが、配当の方針は変更しております。これは

今までここ 10年以上、15年ぐらいですかね。単体で見ていたのですが、今回は連結ということ

で、この株主還元方針の三つ目の点になりますけれども、配当に関しましては、原則、連結経常利

益をもとに、特別損益を零とした場合に算出される親会社に帰属する当期純利益の 30%相当を目

途に、継続的に実現することを目指しています。 

連結のグループ会社がだんだん、だんだん育って数も多くなってきて、数字にも貢献するようにな

ってきていますので、単体といつまでもいうのもちょっとおかしいなということで、連結と。連結

の経常利益に基づくかたちに変えております。 
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対処すべき課題と対応状況ということで、ここからは少し口頭でお話ししたいと思います。前期

末、5月の決算発表のときに話した内容が少しコメントで書いていますけれども、その後どうかと

いうのを口頭でコメントしたいと思います。 

鉄板品質の提供ということで、4月から担当の役員を置いて体制強化ということですが、先ほど来

お話ししているとおり、グループ会社を含めて大きな不採算プロジェクトは今ない状況で、順調に

推移しています。 

生産性の追求ということで、新しいシステム、クレスコ本体の基幹システムを 10月末に刷新する

予定ということで。これで会社のいろんな事務の生産性は上がると思うんですけれども、現場での

我々の実業の生産性という話も、やっぱり一つの大きなテーマになります。これはお客様からもか

なり求められているテーマです。 

やはり現場でエンジニアの人間がちゃんとアドバイスする、提案することが我々の価値の向上にな

ってくるのかなと思っております。選ばれる会社になってくるということは、やっぱり生産性を追

求していかなきゃならないと思っております。 
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結構、お客様からは生産性を上げるためにお客様自身がとっている仕事の仕方とかプロセスで問題

があるようであれば、そういうのも提案してほしいと、提言してほしいということもいわれており

ます。 

それからリソース戦略の強化ということで、ニアショア・オフショアという話をしていますけれど

も、ベトナムのオフショア開発においては現地法人化を検討ということで、これも継続してやって

おります。5月に私のほうが向こうのベトナムのパートナー会社と長期のパートナーシップを結び

ましょうということで、そういうセレモニーですけれども、そういうイベントに行ってきておりま

す。長期的にベトナムのオフショアを進めていくということで、向こうの会社とも話をしておりま

す。 

 

人材採用と育成ということですが、前回 5月のときには新卒採用は厳しいという話をしたのです

が、6月に一転して好転しましてですね。単体では 2020年度の新卒の採用は終わりました。グル

ープ会社ももう終盤にきている状況です。 
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今年の新人、単体でいうと 70名ですけれども、今年の新人も 6月末までは集合の教育等をやって

いましたが、もう 7月からは現場にアサインということで。人が足りない状況が続いていますの

で、7月からはもうフルアサインという状況です。 

それから 5番目の新技術の研究・開発ということですが、今は AIのところにほぼフォーカスし

て、ここにも書いてあるとおりやっているのですが。これも 7月 24日に社外リリースしています

が、アメリカでこの関連の特許を取得したというのが一つ、ニュースとしてあります。 

AIもいろんなパターンがあるのは、だんだん分かってきまして。データ処理をどうするかとい

う、AIにどうやって賢く学習してもらうかという、その辺の工夫ですね。その辺のところに関す

る特許になっています。 

それから 6番目のグループ連携の強化ということで、ここは 7月 22日にリリースしていますけれ

ども、10月 1日に子会社、グループ会社であるアイオスとイーテクノを統合するということで。

目的はアイオスの人材の補充と、事業領域の拡大ということで。アイオスという会社はグループ会

社では一番大きな会社なんですけど、統合によってほぼ 300名規模という会社になります。 
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7番目の営業体制およびお客様とのリレーションシップの強化ということです。先ほどちょっとお

話ししましたが、包括契約ということで 4月に 1社締結して、もう 1社は交渉中となっています

が 6月からもう 1社、ですから今 2社ですね。100数十名体制を年間にわたって契約するという契

約に移行しております。これが受注残高に影響していると見ています。 

それから新規ビジネスの組成ということで、これはちょっと間違っているのですが 2018年、昨年

の 10月からセミナービジネスを開始しています。これはここにも書いていますように、結構評判

は良いですが、ちょっと範囲を広げて最近はやりのデジタルトランスフォーメーション、DX セミ

ナーみたいなのをグループ会社の人間を講師にとか、社外の人間を講師にゲスト講演で呼んだりし

て、対象も少し広げております。 

結構、70名とか 80名とかの集客が 1回当たりあるので、営業にはこれから効いてくるだろうなと

思っております。 

コーポレートガバナンスの推進ということなのですが、これはあまり良い話じゃないですけど。少

ないですがグループ会社等で、ガバナンスとかセキュリティとかに関するインシデントが、昨年か

らぽつぽつ、やっぱり発生していまして。5月末にグループの役員の会議をしまして、そういうと

ころで勉強会等、周知ということをやっております。ここもやっぱり継続して、何度も何度も話を

してやっていかないと駄目だなと思っております。 

それから 10番目の健康管理と働き方改革の推進ということで、残業とか有給休暇とかというとこ

ろはもう我々の会社って大分進んでいるとは思うんですけれど。社員増えた分、メンタルとか、中

には本当に病気という人もいるんですけれども、不調者も増えております。今までは産業医で月 1

面談をするというふうにやったんですけれども、今年からそれだけじゃちょっとまかなえないとい

うことで保健師の人に月に 2回来てもらって、そういう相談をすると。健康相談を受け付けるとい

うことをやっております。 

あとライザップさんの健康セミナーみたいなのも、年 1回ですけども今年から開催ということにな

っております。 

あとダイバーシティの取組みということで外国人の採用とか書いていますが、この 4月に私どもの

会社では初めて事業部長級の女性の社員が 1名、誕生しています。執行役員の一歩手前、役員の一

歩手前のランクの人間です。 
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いきなり今、総務省とかは役員を出しなさいとかっていう話をしていますけど、我々はまだ 30年

の会社ですので、なかなか急には女性を役員にというのはないんですけど、少しずつ。今、事業部

長級が出まして、部長級が 4人ぐらいという今、女性の管理職の状況になっております。 

あとは補足資料とかになりますので、説明は省かせていただきたいと思います。質疑応答のほうで

お答えしたいと思います。 
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質疑応答 

 

司会：根元社長様、ご説明ありがとうございました。それではこれから皆様方のご質問をお受けし
たいと存じます。 

なお今回の IR セミナーは質疑応答も含めまして、全て書き起こししまして公開する予定でござい

ますので、ご質問にあたりまして匿名をご希望の方は所属、名前なしということでお願いしたいと

思います。 

ご質問、いかがでございましょうか。お待ちください。 

上野：ご丁寧な説明、ありがとうございました。大和証券、上野でございます。経常以下なんです
けれども、デリバティブ損失のリカバリーをすると説明の中でご発言があったのですが。これはデ

リバティブ損失自体がまた縮小するのか、それとも本業の営業利益以上のところでカバーしていく

のか、どちらでしょうか。 

根元：CFOの人間が運用をやっているんですけれども、毎年今まで大体 2億から多いときは 4億

ぐらい、そういう運用の益で営業益にプラス、大体乗せていたんですけれども。今年、ちょっと出

だしの第 1クォーターは 2億 5,000万ぐらいですかね、損失を出しております。 

それのリカバリーについては今、その CFOの人間と話をしているのは、いろんな今持っているも

のの処分だとかいうのを考えながら、全体の額、運用額もちょっと減らそうとは動いております。

そちらのほうで、まず少なくともプラマイゼロ以上には持っていくと計画しております。 

上野：それはそこで売却益が出るということですか。 

根元：もちろん、そういうのもあります。はい。 

上野：はい、分かりました。 

司会：よろしいですか。続きましてご質問、いかがでしょうか。せっかくの機会でございますの
で、何なりとご質問いただければと思いますが。ご質問のほうはよろしいですか。 

それでは残された時間がございますので、また直接お尋ねいただくということも踏まえまして、こ

れをもちまして株式会社クレスコ様の IR ミーティングを終了させていただきます。 

皆様、お疲れ様でございました。また会社のお二方様、ありがとうございました。 
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最後にアンケートのご記入、ご協力よろしくお願いいたします。 

［了］ 

______________ 

脚注 
1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 
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